
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・『琴』：地域と歴史、尼崎の多様な学びの場との一体感を表現。 

琴浦城と呼ばれていた尼崎城や近隣の教育機関と関連。 

・『葉』：生徒がのびのびと成長し、個性を発揮することを願う象徴。 

尼崎市では校名案を広く公募し、多くの方々の思いや願いが込められた提案を 

基に『尼崎琴葉中学校』に決定しました。 

校名の由来 

 

 

こどもセンタードの視点に立ち、地域や社会、そして未来とのつながりの 

なか、一人ひとりが最大限のウェルビーイングの向上を実現できる場所 

【学校づくりの５つの視点】 

 

 

 

 

基本理念 

フラッグ 

シップ校 

安心・安全

な居場所 

教育的 

ニーズ 

への対応 

多様な職種

の職員に 

よる支援 

こどもの 

意思決定を

尊重 

【外観イメージ】 
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◆校種：中学校  ◆生徒定員：40 名程度（３学年合計人数） 

※通常の学級が１学年１学級ずつで、各学年 10～15 名程度です。 

◆場所：尼崎市南城内 10 番地の２   

※新築校舎（平屋施設）と尼崎市立成良中学校琴城分校の校舎を併用し、運動場と体育館は、 

尼崎市立琴ノ浦高等学校の施設を利用予定です。 

◆通学区域：尼崎市内全域 ※通学方法は、徒歩又は公共交通機関の利用を原則とします。 

 

◆総合的な学習の時間の拡充により 

柔軟で多様な学びを実現します◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「ＳＳＴ」： ソーシャルスキルトレーニング 

 
◆同学年集団と異学年集団の良さが活きる学びの環境を作ります◆ 

 

 

 

 

 

 

（現在文部科学省に申請中） 

◆削減した時数については、総合的な学習の時間や教科横断的な学び、家庭学習で補完します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別の教育課程 

特色のある学び 

異学年 同学年 異学年 異学年 

個別最適な学びを重視した科目 

【キーワード】 

・教科学習   ・自分のペース 

・学び直し   ・好き得意 

・自己調整力  ・対話 

・ＳＳＴ    ・自主性 

・インプット  ・学びの保障 

協働的な学びを重視した科目 

【キーワード】 

・探究    ・体験 

・キャリア  ・生き方 

・余暇    ・つながり 

・社会性   ・ゲストティーチャー 

・創造性   ・アウトプット 

基礎情報 

登校    ホームルーム活動   ９教科授業       総合／特活    ホームルーム活動     下校 

【イメージ例】 
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◆登校時間を遅めに設定しています。 

 

◆午前に３コマ、午後に１コマの授業と、ＳＨＲ(※)に 

よる帯学習を行います。 

※「ＳＨＲ」：ショートホームルーム 

 

◆体験・探究学習等を、ゆとりをもって柔軟に取り組む 

ことができるように、校時表の時間や１日の授業数に 

とらわれずに学ぶことを想定しています。 

学校生活 

 

① 尼崎市内に居住していること。 

② 不登校状態である又は不登校傾向が見られること。 

③ 尼崎市立尼崎琴葉中学校の教育課程や特徴を理解した上で、本人・保護者ともに 

入学・転学を希望するとともに、登校して学ぶことを希望すること。 

 

★①～③を全て満たした上で、尼崎市教育委員会が実施する面接等を受けることが 

条件となります。 

対象となる児童生徒 

 

★令和７年８月 22・23 日 

        入学・転学の対象と尼崎琴葉中学校の特徴を確認してください。 

 

★令和７年 10 月予定［在籍校への申込期間：９月８日（月）～19 日（金）］ 

        在籍校を通じて、『面接①』について申し込んでください。 

 

              ★令和７年 11 月頃予定［申込期間：10 月頃予定］ 

『面接①』の際に体験活動の案内を行いますので、引き続き入学・転学 

を希望する場合は、直接申し込んでください。 

 

       ★令和７年 12 月頃予定［在籍校への申込期間：11 月頃予定］ 

        『体験活動』を経て、引き続き入学・転学を希望する場合は、在籍校を 

通じて、『面接②』について申し込んでください。 

 

       ★令和８年１月予定 

        面接等を基に、尼崎市教育委員会が設置する会議体で検討を行います。 

 

       ★令和８年１月下旬予定 

        検討の結果を、尼崎市教育委員会からご家庭と在籍校に通知します。 

 

入学・転学の流れ 

面接① 

体験活動 

面接② 

検討会議 

結果通知 

説明会 
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Ｑ：学籍はどうなりますか？ 

Ａ：尼崎琴葉中学校に入学・転学する生徒は、尼崎琴葉中学校に在籍となり、学籍の異動が

伴います。 

Ｑ：給食はありますか？ 

Ａ：生徒個々の状況やニーズに応じて昼食がとれるような環境づくりを目指し、学校給食法

に基づく学校給食は実施しませんが、家庭からの持参や購入の仕方、食べる場所や時間

についてできる限り柔軟に対応していきます。 

Q：制服や規則はありますか？ 

Ａ：制服やカバン等も、現時点では指定を行う想定はありませんが、行事や学校生活に関わ
る決まり事なども含めて、可能な限り生徒と教職員との対話の中で決めていく機会を大
事にしていきます。 

Ｑ：学費や費用はどれぐらいかかりますか？ 

Ａ：公立の学校であるため、授業料は必要ありませんが、地域の学校と同様に、教材費や校

外学習費、体験学習費等は必要になります。 

Ｑ：成績はどうなりますか？テストはありますか？ 

Ａ：必要に応じてテスト等を実施し、地域の学校と同様に、学年の教育課程に沿った学習評

価を行います。テストへの向き合い方や、学習評価について生徒にフィードバックする

方法等は、生徒と対話を行いながら柔軟に対応していく予定です。 

Ｑ：卒業後の進路はどうなりますか？ 

Ａ：地域の中学校と同様の進路選択が可能です。一般的に地域の中学校においても、中学校

３年生の不登校状況にある生徒の多くが進学を選択しています。本人のニーズ、目的に

合った進学先を選択することが大切です。 

Ｑ：年度途中の入学・転学や、令和 9 年度以降の中学２年生・３年生の募集はありますか？ 

Ａ：年度当初の入学・転学を原則としますが、状況次第では年度途中に募集を行う可能性が

あります。その際は学校やホームページ等を通じて情報提供を行う予定です。令和９年

度以降の中学２年生・３年生についても同様に、状況に応じて募集を行う可能性があり

ますが、年度途中の募集を含め、必ずしも募集があるという訳ではありません。 

 

Ｑ＆Ａ 

 

◆阪神尼崎駅 

から約 700ｍ 

【徒歩約 10 分】 

 

 

 

 

◆尼崎市教育委員会事務局 

 教育総合センター 

 学びの多様化学校設置準備担当 

電話番号：06-4950-5252 

メールアドレス： 

ama-tayoka@city.amagasaki.hyogo.jp 

住所：尼崎市若王寺２丁目 18-３ 

   ひと咲きタワー２階 

【参考】 

尼崎市ホームページ 

[学びの多様化学校] 

アクセス・地図 問い合わせ先 

４ 


